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養薙錯生管理問題への罷査 E 研究(平成 19年度"'/関庫委託)
ーアユ riFケ鶏jの細菌学的顎究ー

約

CDアユ養殖生産現場で生産者によりボケ病と

判断:された群について、症併説交を行った o

PaPV (アユボックスウイルス)および BGD原

因菌 (Flavobacteriu1I1 branchiophilum) の PCR

検査を中心とした診断に加え、発症から終息、に

至るまでの館管震歴に関する聞き取り調査を

併せて実施した。その結果、多くの痕例で PaPV

の保菌と錦上皮における異型細胞形成が観

された一方、 BGD原因菌や長持菌が関与する症

f9iJは少なかった。つまり、ボケ病のうち異担細

胞型ボケ病が、近年の生産現場で開題となって

いる疾病であった 0

CIDボケ病発疲への関与が疑われた鯨に観察さ

れる長科歯の多くは、分離菌の遺伝学的諮査お

よび生化学的性状試験の結果から、既知の BGD

因箇であると考えられた。分離簡によるアユ

への感染試験では累騒死亡率が約 20~ 80%に

し、木簡単独でも強い病原性が確認された。

この結菜、 BGD嬰ボケ摘の多くは既知の BGD

と同一疾艇であることが強く示唆された。

③異型組1J泡喫ボケ病擢病魚と催病魚との陪

感染試験を行ったところ、非権1お魚に PaPV

保菌と異型細胞の形成およびボケ病発 i庄が観

察された。この結果から、兵聖締 JI告型ボケ病の

主因は PaPV感染であることが強く示唆され

@200ヲ年の生産:現湯では異型産m胞や PaPV保菌

の早期発見、銅11二め、水質準化を起こさないよ

うに配慮した塩水浴等の処震が実施された結

ボケ病被害量は激減した。異型細胞型ボケ

病の対症療法として、塩水浴が有効であること

が試験によっても確認できた。

なお、本試験は民障委託事業 f平成 21

子i直衛生管理問題への鵡査・研究j として実焔

し，詳細については平成 21 年度養殖衛生管攻

問題への調査・研究成果報告書(社団法人 日

本水産資源保護協会) P. 58~77 に報告した。

(水産技術部)
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愛娘衛生管理問題への認資繍研究ーアユ fボケ病jの細菌学的

研究一 (p37)

近年アユ養殖き足場において多発している通称 fボケ病jにつ

いて、その原図と対策さと検討しました。ボケ病には異なるタイ

プの病気が混在していることが分かっていましたが、生産現場

で問題となっているタイプはPaPVというボックスウイルスに

よる感染症である可能性がきわめて高いことが明らかになり

ました。 PaPVの保磁検王室などにより卒期lこ診断し、始鈎停11ニ

と適切な塩水浴を行うことにより、被害を低減できることが分

カ冶りまL-t:こ。
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